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そ
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先
へ
―

校
長

大

田

真

一

山
口
県
立
下
松
工
業
高
等
学
校

は
じ
め
に

5
月
11
日
（
土
）
令
和
6
年
度
一
般
社
団
法
人
下
松
工

業
会
定
時
総
会
を
会
員
67
名
出
席
の
も
と
、
き
ら
ぼ
し
館

で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
総
会
で
は
新
た
に
立

ち
上
げ
る
、
山
口
県
立
下
松
工
業
高
等
学
校
同
窓
会
設
立

総
会
も
併
せ
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

両
総
会
と
も
に
出
席
会
員
全
員
の
ご
賛
同
を
い
た
だ
き
、

盛
会
裏
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
の
総
会
前
の
母
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏

は
、
在
校
生
と
Ｏ
Ｂ
と
の
共
演
、
Ｏ
Ｂ
3
名
に
よ
る
演
奏

と
趣
を
変
え
て
実
施
さ
れ
、
出
席
会
員
よ
り
素
晴
ら
し
い

演
奏
に
感
動
し
た
と
称
賛
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昨
年
の
（
一
社
）
下
松
工
業
会
の
事
業

日
頃
か
ら
、
一
般
社
団
法
人
下
松
工
業
会
へ
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
度
の
工
業
会
行
事
と
し
て
は
、
４
月
に
新
着
任
教

諭
歓
迎
会
に
29
名
、
５
月
に
総
会
を
開
催
し
参
加
者
65
名
、

８
月
は
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
に
母
校
の
先
生
方
と
ト
ク
ヤ
マ

支
部
や
日
立
支
部
か
ら
参
加
が
あ
り
22
名
、
10
月
に
は
七

彩
会
ゴ
ル
フ
大
会
に
69
名
、
12
月
の
地
域
・
企
業
代
表
者

懇
談
会
に
30
名
の
参
加
が
あ
り
、
盛
大
に
開
催
で
き
ま
し

た
。支

部
総
会
・
懇
談
会
は
、
企
業
支
部
は
日
立
支
部
、
地

域
支
部
は
下
松
、
熊
毛
、
光
、
周
南
、
東
京
支
部
が
実
施

で
き
ま
し
た
。
10
月
7
日
（
土
）
に
は
さ
く
ら
ク
ラ
ブ
の

懇
談
会
も
開
催
で
き
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
、
４
年
前
に
も

ど
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

会
報
№
54
号
を
発
行
し
卒
業
生
全
員
へ
9
3
4
5
通
発

送
し
ま
し
た
。
今
ま
で
卒
業
生
が
入
会
す
る
際
に
住
所
、

氏
名
、
自
宅
電
話
番
号
を
貰
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
か

ら
住
所
、
氏
名
に
加
え
て
個
人
携
帯
電
話
番
号
と
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
を
連
絡
い
た
だ
き
ま
し
た
。
よ
り
連
絡
が
取
り

や
す
く
な
り
ま
し
た
の
で
会
報
発
送
や
ク
ラ
ス
会
名
簿
の

校
正
に
も
役
立
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

母
校
へ
の
支
援

母
校
行
事
と
し
て
は
、
9
月
11
日
（
月
）
12
日
（
火
）
に

３
年
生
の
就
職
面
談
指
導
、
9
月
30
日
（
土
）
に
体
育
大

会
へ
参
加
、
11
月
5
日（
日
）
に
母
校
の
庭
木
選
定
作
業
、

11
月
25
日（
土
）
の
下
工
祭
で
は
引
き
続
き
、
さ
く
ら
ク
ラ

ブ
に
よ
る
お
茶
席
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

母
校
支
援
事
業
と
し
て
、
奨
学
金
の
贈
呈
や
全
国
大
会

へ
出
場
の
都
度
、
体
育
文
化
活
動
助
成
金
を
進
呈
し
ま
し

た
。
も
の
づ
く
り
部
の
シ
ス
テ
ム
機
械
科
の
渡
辺
慎
也
君

が
、
全
国
大
会
の
「
旋
盤
作
業
部
門
」
で
準
優
勝
で
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
栄
光
の
碑
に
大
会
名
・
氏
名

を
刻
印
し
ま
し
た
。

ま
た
、
少
子
化
が
続
く
中
、
志
願
倍
率
1.2
を
目
指
し
て

母
校
紹
介
動
画
の
製
作
費
を
助
成
し
ま
し
た
。
母
校
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
小
型
ド
ロ

ー
ン
で
撮
影
し
た
斬
新
的
な
動
画
を
是
非
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。山

口
県
立
下
松
工
業
高
等
学
校
同
窓
会
発
足

本
日
よ
り
、「
山
口
県
立
下
松
工
業
高
等
学
校
同
窓
会
」

を
発
足
致
し
ま
す
。

主
た
る
目
的
と
し
て
、（
一
社
）
下
松
工
業
会
と
同
様
、

「
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
、
母
校
の
発
展
に
寄
与
し
、

併
せ
て
社
会
に
貢
献
す
る
」
こ
と
を
主
眼
に
置
い
て
活
動

し
て
い
く
所
存
で
す
。

但
し
、
運
営
手
法
と
し
て
、
当
面
（
約
２
年
間
）
は
各

種
行
事
や
支
部
活
動
を
（
一
社
）
下
松
工
業
会
と
し
て
実

施
し
ま
す
。
さ
ら
に
こ
の
間
、
会
費
を
「
山
口
県
立
下
松

工
業
高
等
学
校
同
窓
会
」
の
収
入
と
し
て
積
立
す
る
こ
と

と
し
、
前
記
に
基
づ
き
事
業
支
出
の
無
い
予
算
を
編
成
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
移
行
期
間
の
特
別

措
置
と
し
て
、
何
卒
事
情
ご
賢
察
頂
き
、
今
後
共
、
ご
支

援
・
ご
協
力
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
で
着
任
３
年
目
、
下
松
工
業
高
校
校
長
と
し
て
最

後
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。
教
頭
と
し
て
勤
務
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
２
年
間
と
合
わ
せ
た
下
松
工
業
高
校
で
の
５
年
間

は
、
私
自
身
、
管
理
職
と
し
て
勤
務
し
た
期
間
の
半
分
を

占
め
、
非
常
に
思
い
入
れ
の
あ
る
学
校
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
間
、
工
業
会
の
皆
様
方
か
ら
格
別
の
御
厚
情
を
賜

り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
残
り
の
９
ヶ
月
、
下
松

工
業
高
校
発
展
の
た
め
に
全
身
全
霊
を
傾
け
て
職
務
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

先
ず
以
て
、
下
松
工
業
会
会
報
№
55
号
の
発
刊
に
あ
た

り
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
下
松
工
業
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
平
素
か
ら
、
本
校
教
育
の
振
興
に
、
物
心
両
面
に
わ

た
っ
て
ご
支
援
を
賜
り
、
衷
心
よ
り
篤
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
度
も
、
会
長
の
内
山
和
美
様
や
専
務
理
事
の
国
弘

成
文
様
を
は
じ
め
下
松
工
業
会
の
皆
様
に
は
奨
学
金
の
交

付
や
全
国
大
会
へ
出
場
す
る
部
へ
の
激
励
金
、
就
職
に
向

け
て
の
面
接
指
導
や
学
校
運
営
協
議
会
の
運
営
協
力
、
地

元
有
志
の
庭
木
の
剪
定
等
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
母
校

を
支
え
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

学
校
の
方
は
と
い
う
と
、
昨
年
５
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
感
染
症
法
上
の
５
類
に
移
行
し
た
こ
と

も
あ
り
、
学
校
行
事
や
大
会
を
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
状
態
に

戻
し
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
時
折
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
感
染
拡
大
に
心
配
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
本
校
独
自
の
特
例
措
置
を
発
す
る
な
ど
し
て
、
他
校

で
見
ら
れ
た
１
０
０
人
以
上
の
流
行
に
ま
で
は
至
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。
学
校
と
し
て
も
気
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、
感

染
拡
大
防
止
対
策
に
全
校
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
春
１
５
４
名
の
卒
業
生
が
新
た
に
皆
様
方
の
仲
間
入

り
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
卒
業
生
の
う
ち
、
87
％

が
就
職
、
13
％
が
進
学
し
、
就
職
し
た
生
徒
の
う
ち
県
内

就
職
者
は
85
％
で
、
卒
業
生
全
員
の
進
路
先
が
決
ま
り
ま

し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
優
秀
な
人

材
を
輩
出
し
、
日
本
の
産
業
界
の
発
展
に
寄
与
し
て
き
ま

し
た
本
校
の
歴
史
と
伝
統
の
賜
物
で
あ
る
と
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
卒
業
生
の
今
後
の
活
躍
を
願
う
と
と
も
に
、
在

校
生
に
お
き
ま
し
て
も
、
さ
ら
に
充
実
し
た
指
導
を
推
進

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
こ
そ
出
場
す
る
部
活
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
登
山
部
が
全
国
高
校
選
抜
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
選
手
権
大
会
に
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
が
国
民
体
育
大

会
に
出
場
し
ま
し
た
。
ま
た
、
中
国
大
会
に
は
、
登
山

部
、
柔
道
部
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、
弓
道
部
、
剣
道

部
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
が
出
場
し
て

お
り
ま
す
。
特
筆
す
べ
き
は
も
の
づ
く
り
部
の
活
躍
で
、

溶
接
部
門
で
全
国
５
位
、
旋
盤
作
業
部
門
で
全
国
２
位
と

な
り
、
も
の
づ
く
り
の
下
工
の
名
を
全
国
に
轟
か
せ
ま
し

た
。
文
芸
部
門
の
活
躍
も
際
立
っ
て
い
ま
す
。
全
国
高
等

学
校
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
短
歌
部
門
で
入
選
、「
私
の
し
ご

と
」
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
て
全
国
３
位
と
な
る
東
京
都
知

事
賞
、
高
校
生
文
芸
道
場
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
俳
句
部
門

で
最
優
秀
賞
を
取
得
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
教
育
活

動
以
外
で
も
、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
で
国
民
体
育
大
会
、
ボ

ウ
リ
ン
グ
で
西
日
本
選
手
権
大
会
に
出
場
、
空
手
道
・
水

泳
で
中
国
大
会
に
出
場
し
て
い
ま
す
。

生
徒
は
、
諸
先
輩
方
が
築
か
れ
た
歴
史
と
伝
統
に
相
応

し
い
一
ペ
ー
ジ
を
積
み
重
ね
て
く
れ
て
い
ま
す
。
学
校
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
し
っ
か
り
寄
り

添
い
、
精
一
杯
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
今
年
度
も
、
様
々
な
大
会
・
コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ

ま
す
が
、
素
晴
ら
し
い
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
少
子
化
、
県
内
人
口
の
減
少
に
伴
い
、
一
昨

年
、
県
教
委
が
「
第
３
期
県
立
高
校
将
来
構
想
」
の
中

で
、
15
年
後
に
は
工
業
高
校
の
入
学
時
の
学
級
数
を
９
学

級
減
じ
る
計
画
を
示
し
た
こ
と
は
53
号
で
お
伝
え
し
ま
し

た
。
本
校
も
定
員
割
れ
を
何
年
も
続
け
て
お
り
、
こ
の
９

学
級
減
じ
ら
れ
る
ス
ト
ー
リ
ー
の
中
に
本
校
が
組
み
込
ま

れ
る
こ
と
が
無
い
よ
う
、
地
域
か
ら
求
め
ら
れ
る
学
校
で

あ
り
続
け
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
対
応
策
と
し
て
、
昨
年
度
「
魅
力
の
発
信
」
を
最

重
要
課
題
と
し
て
捉
え
、
こ
の
こ
と
を
全
教
員
で
共
有
す

る
た
め
に
、
施
策
の
総
称
を
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
1.2
」
と
名

付
け
、
志
願
倍
率
1.2
倍
を
目
指
す
た
め
の
７
本
の
矢
を
放

っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
の
矢
の
１
本
が
「
学
校
紹
介
動
画
の
製
作
」
で

す
。
製
作
に
当
た
っ
て
下
松
工
業
会
に
も
多
大
な
る
支
援

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
か
げ
様
で
、
こ
れ
ま
で
県
内
の
高
校
に
は
な
い
斬
新
な

も
の
が
で
き
、
７
本
の
矢
の
中
で
も
受
験
生
に
最
も
効
果

的
で
あ
っ
た
と
分
析
し
て
い
ま
す
。
結
果
、
近
隣
学
校
が

軒
並
み
定
員
割
れ
を
起
こ
し
て
い
る
中
、
今
年
度
の
志
願

倍
率
は
１
・
２
２
倍
と
、
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
、
少
な
く
と
も
８
年
ぶ
り
に
２
次
募
集
を
実
施
し
な
く

て
も
よ
い
年
度
末
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
本
当
の
課
題
は
こ
れ
か
ら
で
す
。
人
は
集
ま

り
ま
し
た
。
次
は
人
の
流
れ
を
作
り
、
恒
久
的
に
下
松
工

業
に
人
が
集
ま
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に
今
年
は
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
1.2
―
そ
の
先
へ
―
」

と
称
し
て
、
本
校
で
の
学
び
の
充
実
を
図
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、「
進
路
指
導
の
充
実
」「
地
域
企
業
と
連

携
し
た
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
活
動
」「
部
活
動
等
の
活

躍
」「
心
を
育
て
問
題
行
動
等
の
未
然
防
止
を
図
る
講
演

会
」「
各
科
か
ら
の
魅
力
発
信
事
業
」「
愛
と
正
義
賞
の
設

立
」
等
、
メ
デ
ィ
ア
等
を
通
じ
て
下
松
工
業
の
名
前
が
随

所
で
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
な
新
し
い
取
組
を
行
っ
て
参
り

ま
す
の
で
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
い
。

本
校
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
山
口
県
工
業
教
育
の
牽
引
役

と
し
て
、
山
工
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
活
動
を
展
開
し

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
「
愛

と
正
義
」
の
校
是
の
も
と
、
も
の
づ
く
り
の
原
点
で
あ
る

「
人
づ
く
り
」
と
と
も
に
、
心
の
教
育
を
進
め
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

終
わ
り
に
、
一
般
社
団
法
人
下
松
工
業
会
の
ま
す
ま
す

の
御
発
展
と
、
皆
様
方
の
御
健
勝
と
御
活
躍
を
お
祈
り
申

し
上
げ
、
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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内
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美
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）

一般社団法人 下 松 工 業 会
〒　　　下松市北斗町12番4号
事務局　下 松 工 業 同 窓 会 館
T E L（ 0 8 3 3 ） 4 3 － 1 3 3 6
F A X（ 0 8 3 3 ） 4 1 － 7 4 4 8
URL:http://www.kudakokai.org
E-mail:kogyokai@triton.ocn.ne.jp
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【一般社団法人下松工業会定時総会】

1 ．日時及び会場：令和 6年 5月11日（土）10時40分～11時50分　
　　　　　　　　　駅南市民交流センター きらぼし館 下松市大字西豊井1247番地
2．会員の現在数：1,863人
　　議決会員数：1,207人（出席会員：67人、書面議決者：1,140人）
3．議　　事
　　第 1号議案　令和5年度事業報告
　　第 2号議案　令和5年度決算報告並びに監査報告
　　第 3号議案　一般社団法人下松工業会　会費規程の停止（案）
　　第 4号議案　令和6年度事業計画（案）
　　第 5号議案　令和6年度予算（案）
　　第 6号議案　役員改選（案）
4．総会の経過
　　 1 ）議長は定款16条に従い出席全員の中から、トクヤマ支部　古賀正信氏

（機械科 昭和61年卒）が選出された。
　　 2）議事録署名人並びに書記指名
　　　　　古賀議長は、書記を定款第16条により下記の者を指名した。
　　　　　書　記：仲田満生氏（情報電子科　平成20年卒）
　　　　　議事録署名人は、定款第21条に従い議長と出席理事の記名押印となり

ます。

令 和 6 年 度 定 時 総 会 報 告 書

１号議案　令和５年度事業報告
1 ．定時総会開催
　　　5月13日（土）、下松市駅南市民交流センターきらぼし館
　　　出席者65名、委任1,165名　来賓13名
2 ．組織の充実と強化
　　・総会及び懇親会が開催された周南支部、熊毛支部、

下松支部、光支部、東京支部へ本部役員が参加し
た。

　　・新着任教諭の歓迎会を開催（4月26日 参加者29名）
　　・日立笠戸支部総会・懇親会に本部役員が参加した。
　　　　（4月28日）
　　・地域・企業代表者懇談会役員と本部役員の交流会を

開催（12月8日　参加者30名）
　　・さくらクラブ（女子会）の開催
　　　　　　　　　　　　　　（10月7日　参加者9名）
3．広報活動
　　・会報54号発行（7月、会員向けに9,345通発送）
　　・ホームページのタイムリーな更新に努めた。
4．文化、レクリエーション行事の開催
　　・親睦ボウリング大会（15名　8月8日　参加者22名）
　　・親睦ゴルフ大会（10月11日　参加者69名）
　　・さくらクラブによる下工祭でのお茶会開催
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11月25日）
5．母校生徒支援事業の推進
　　・育英奨学金の交付（9名、54万円）
　　・文化体育活動支援事業助成金の交付（11万円）
　　・母校紹介動画作成費用の助成（50万円）
　　・栄光の碑への記銘（5万円）
　　・母校庭木剪定作業（11月5日　参加者15名）
　　・母校就職面接練習支援（面接官同窓生参加）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9月11～12日）
6．地域行事への参加
　　北斗町除草作業への参加（5月21日）

２号議案　令和4年度決算報告並びに監査報告

監査報告書
令和6年4月10日

一般社団法人　下松工業会
会長　内山和美　様

監事　清水和夫
監事　徳原英昭
監事　東耕太郎

私たち監事は、法令及び定款の定めに基づき、一般社団法
人下松工業会（以下、下松工業会という）の令和5年度（令和
5年4月1日から令和6年3月31日まで）監査を実施したので、次
のとおり報告します。
1．監査の方法及びその内容
　私たち監事は、理事及び事務局と意思疎通を図り、情報の収
集および監査の環境の整備に努めるとともに、理事会に出席し
理事等からその職務の執行状況について報告を受け、重要な決
算書類等を閲覧し、業務及び財産の状況を調査しました。
　以上の方法によって、当該年度に係る事業報告及び財産の状
況を調査しました。
　また、会計帳簿又はこれに関する資料の調査を行い、当該年
度に係る計算書類及びその付属明細書について監査しました。
　さらに、公益目的支出計画実施報告を受領し、これに関する
資料の調査を行い当該年度における公益目的支出計画について
監査しました。
2．監査の結果
⑴事業報告等の監査結果
①事業報告及びその付属明細は、法令及び定款に従い、下
松工業会の状況を正しく示しているものと認めます。
②理事の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは
定款に違反する重大な事実は認められません。

⑵計算書類及びその付属明細書の監査結果
　計算書類及びその付属明細書は下松工業会の財産及び損
益の状況を全て重要な点において適正に表示しているもの
と認めます。
⑶公益目的支出計画実施報告書の監査結果

公益目的支出計画実施報告書は法令及び定款に従い、下
松工業会の公益目的支出計画の実施の状況を正しく示して
いるものと認めます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

　　 3）議事の経過の概要
　　　　①第 1 号議案と第 2 号議案は関連するので一括して提案の後、東耕太郎

監事より監査結果を報告し、異議なく原案通り満場一致をもって承認
された。

　　　　②第 3 号議案を提案　出席会員より社団法人が解散するとき、残余資産
は新同窓会に移行できるのかとの質問に対し、内山会長より残余資産
の処分は定款に定める内容で対応するとの答弁の後、再度、可否を議
場にはかったところ、原案通り満場一致をもって承認された。

　　　　④第 4号議案と第 5号議案は関連するので一括して提案
　　　　 出席会員より、事業収入を新同窓会に移行できないかとの質問に対

し、収入は新同窓会、支出は工業会という方法は難しいとの答弁の
後、再度、可否を議場にはかったところ、原案通り満場一致をもって
承認された。

　　　　⑤第 6号議案を提案　満場一致をもって原案通り承認された。
　　　　　議長は、一般社団法人下松工業会定時総会の議事を終了したことを述

べ閉会した。
　一般社団法人下松工業会定時総会の後、休憩をはさんで、（仮称）山口県立下松
工業高等学校同窓会の設立総会を開催した。

Ⅰ一般正味財産増減の部
経常増減の部

　　経常収益
　　　受取入会金
　　　　受取入会金
　　受取会費
　　　正会員受取会費
　　　特別会員受取会費
　　事業収益
　　　交流会会費
　　　会館使用料収益
　　　その他の収益
　　受取寄付金
　　　受取寄付金
　　雑収益
　　　受取利息
　　　経常収益計
　経常費用
　　事業費
　　　給料手当
　　　通信運搬費
　　　消耗品費
　　　行事費
　　　光熱水料費
　　　賃借料
　　　租税公課
　　　寄附金
　　　記念品費
　　　文化体育活動事業助成金
　　　育英奨学金
　　　委託金
　　　雑費
　　管理費
　　　給料手当
　　　福利厚生費
　　　通信運搬費
　　　減価償却費
　　　交際費
　　　消耗品費
　　　新聞図書費
　　　光熱水料費
　　　賃借料
　　　保険料
　　　記念品費
　　　租税公課
　　　委託費

科　　　目 当年度

770,000
770,000
1,762,046
1,197,000
565,046
982,214
547,600
94,050
340,564
7,000
7,000
6,036
6,036

3,527,296

3,204,708
397,421
431,945
115,355
497,327
97,592
4,240
71,021
549,500
990

105,000
540,000
393,547
770

3,219,710
419,887
86,580
647,924
84,752
306,934
123,037
46,510
146,388
677,840
2,000
81,870
897

590,326

740,000
740,000
1,590,000
1,002,000
588,000
1,367,396
426,828
99,750
840,818
103,040
103,040
180
180

3,800,616

2,727,372
397,421
441,840
127,756
421,786
110,844

71,023
143,000

150,000
480,000
382,932
770

3,168,650
419,887
41,484
651,662
175,549
202,899
141,638
27,810
166,275
677,840
2,000
71,000
11,601
574,405

30,000
30,000
172,046
195,000
△22,954
△385,182
120,772
△5,700

△500,254
△96,040
△96,040
5,856
5,856

△273,320

477,336

△9,895
△12,401
75,541

△13,252
4,240
△2

406,500
990

△45,000
60,000
10,615

51,060

45,096
△3,738
△90,797
104,035
△18,601
18,700

△19,887

10,870
△10,704
15,921

前年度 増　減
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

正味財産増減計算書
令和 5年 4月 1日から令和 6年 3月31日まで

　　　雑費
　　　経常費用計
　　　　評価損益等調整前当期経常増減額
　　　　評価損益等計
　　　　当期経常増減額
　経常外増減の部
　　経常外収益
　　　　経常外収益計
　　経常外費用
　　　経常外費用計
　　　　当期経常外増減額
　　　　当期一般正味財産増減額
　　　　一般正味財産期首残高
　　　　一般正味財産期末残高
Ⅱ指定正味財産増減の部
　　　　当期指定正味財産増減額
　　　　指定正味財産期首残高
　　　　指定正味財産期末残高
Ⅲ正味財産期末残高

科　　　目 当年度
4,765

6,424,418
△2,897,122

0
△2,897,122

0

0
0

△2,897,122
19,251,607
16,354,485

0
0
0

16,354,485

4,600
5,896,022

△2,095,406
0

△2,095,406

0

0
0

△2,095,406
21,347,013
19,251,607

0
0
0

19,251,607

165
528,396

△801,716
0

△801,716

0

0
0

△801,716
△2,095,406
△2,897,122

0
0
0

△2,897,122

前年度 増　減

Ⅰ資産の部
流動資産

　　　現金預金
　　　　西京普通
　　　　西京普通特別会計
　　　　西京普通 100 周年
　　　　定期預金
　　　　郵便貯金
　　流動資産合計
固定資産

　　その他固定資産
　　　什器備品
　　その他固定資産合計
　　固定資産合計
　　資産合計

科　　　目 当年度

16,227,356
1,682,779
759,387
773,901

13,002,796
8,493

16,227,356

127,129
127,129
127,129

16,345,485

19,044,319
826,271
1,453,843
1,264,205
15,500,000

19,044,319

211,881
211,881
211,881

19,256,200

△2,816,963
856,508

△694,456
△490,304
△2,497,204

8,493
△2,816,963

△84,752
△84,752
△84,752

△2,901,715

前年度 増　減
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

貸借対照表
令和 6年 3月31日現在

Ⅱ負債の部
　流動負債
　　　預り金
　　流動負債合計
　　負債合計
Ⅲ正味財産の部
　一般正味財産
　　正味財産合計
　　負債及び正味財産合計

科　　　目 当年度

0
0

16,354,485
16,354,485
16,354,485

4,593
4,593
4,593

19,251,607
19,251,607
19,256,200

△4,593
△4,593
△4,593

△2,897,122
△2,897,122
△2,901,715

前年度 増　減
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３号議案　一般社団法人下松工業会 会費規程の停止（案）
　一般社団法人下松工業会の解散に向けた準備として、現
在の会費徴収を令和5年度（2023年度）をもって中止し以
降、令和8年度（2026年度）総会で解散決議するまでの間の
活動については現余財産をもって継続していくこととする。
　これに伴い、「一般社団法人下松工業会 会費規程」を本
総会において停止することとする。
　　　　　　　　　　注）年度は会計年度ではありません

４号議案　令和６年度事業計画（案）
１　定時総会の開催（5月11日（土）きらぼし館）
２　組織の充実と強化
　①地域・企業懇談会（旧支部）の充実を図る。
　・活動停滞懇談会への支援
　・懇談会間の交流の促進を図る。
　・懇談会代表者会議と交流会を実施する。（12月）
　・母校新任職員と懇談会との交流会
　②さくらクラブ（女子会）を育成し、より充実を図る。
　　（下工祭でのお茶席継続）
　③学年幹事会の開催（学年幹事の有効活用検討）
　④在校生への意識付け
　・在校生への会報の配布（1回／年）
　・体育大会、文化祭へ参加する。
　・先生方や、PTAとの交流を図る。
　・同窓会入会式及び新学年幹事との懇談会を行う（2月）
３　広報活動の推進
　・会報55号の発行（年1回の発行）
　・ホームページの充実とタイムリーな更新
４　文化、レクリエーション活動の推進
　・七彩会ゴルフ大会（10/11(水)　中須ゴルフ倶楽部）
　・親睦ボウリング大会（8月くだまつスポーツセンター）
母校の先生、PTA含む

５　母校生徒支援事業
　・育英奨学金事業は就学支援制度による授業料無償化を
　　受け、令和６年度から募集を停止する。
　・文化体育活動支援事業助成金の交付（随時）
　・奉仕による支援（庭木剪定　11月）
　・卒業生による講演会の実施
　・３年生への面接指導の実施

６　運営方針
　・一般社団法人下松工業会の解散に向けた準備
　・有効な事業仕分けと運営方法検討
　・司法書士への外部委託検討
７　税理士法人藤中会計との会計処理業務の遂行
８　地域行事等への参加
　・北斗町行事参加（5月）

５号議案　令和６年度予算（案）

定時総会・懇親会

母校吹奏楽部の演奏

質問される会員

受付の皆さん

さくらクラブの皆さん

会長挨拶

歓談中の会員①

歓談中の会員② エールをされる上田元校長校歌斉唱

Ⅰ事業活動収支の部
　⑴事業活動収入
　　事業収益
　　　交流会会費
　　　その他の収益
　　会費収入
　　　受取年会費
　　　受取特別会費
　　入会金収入
　　　受取入会金
　　雑収益
　　　受取利息
　　　雑収益
　　経常収益計
　⑵事業活動支出
　　事業費支出
　　　給料手当
　　　通信運搬費
　　　光熱水料費
　　　消耗品費
　　　租税公課
　　　文化体育活動事業助成金
　　　育英奨学金
　　　委託料
　　　行事費
　　管理費支出
　　　給料手当
　　　交際費
　　　保険料

科　　　目 当年度

800,000
450,000
350,000

0
0
0
0
0

200
200
0

800,200

2,081,000
400,000
300,000
110,000
150,000
71,000
250,000

0
350,000
450,000
4,621,750
500,000
500,000
5,750

850,000
450,000
400,000
1,600,000
1,000,000
600,000
750,000
750,000
100
100
0

3,200,100

2,621,000
400,000
300,000
110,000
150,000
71,000
250,000
540,000
350,000
450,000
3,785,750
500,000
500,000
5,750

△ 50,000
0

△ 50,000
△ 1,600,000
△ 1,000,000
△ 600,000
△ 750,000
△ 750,000

100
100
0

△ 2,399,900

△ 540,000
0
0
0
0
0
0

△ 540,000
0
0

836,000
0
0
0

前年度 増　減

　　　旅費交通費
　　　通信運搬費
　　　光熱水料費
　　　消耗品費
　　　賃借費
　　　記念品料
　　　委託料
　　　租税公課
　　　会議費
　　　雑費
　　事業活動支出計
　　事業活動収支差額
Ⅱ投資活動収支の部
Ⅲ財務活動収支の部
Ⅳ予備費支出
　　　当期収支差額
　　　前期繰越収支差額
　　　次期繰越収支差額

科　　　目 当年度
150,000
1,100,000
142,000
150,000
700,000
70,000
650,000
29,000
100,000
525,000
6,702,750

△ 5,902,550
0
0
0

△ 5,902,550
16,227,356
10,324,806

150,000
800,000
181,000
200,000
675,000
70,000
550,000
29,000
100,000
25,000

6,406,750
△ 3,206,650

0
0
0

△ 3,206,650
19,044,319
15,837,669

0
300,000
△ 39,000
△ 50,000
25,000

0
100,000

0
0

500,000
296,000

△ 2,695,900
0
0
0

△ 2,695,900

前年度 増　減

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
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拝
啓

早
春
の
候

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す

ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
三
年
間
、
下
松
工
業
会
育
英
奨
学
金
の
御
支
援

を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

御
下
賜
い
た
だ
き
ま
し
た
奨
学
金
は
、
学
業
や
通
学
の

費
用
に
充
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
無
事
卒
業
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

卒
業
後
は
市
内
の
K
社
で
働
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
一
人
前
の
社
会
人
と
し
て
地
元
に
貢
献
す
る
こ
と

が
、
ご
支
援
い
た
だ
い
た
こ
と
に
報
い
る
こ
と
と
肝
に
銘

じ
て
、
日
々
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

末
筆
な
が
ら
貴
会
の
益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
略
儀
な
が
ら
書
中
に
て
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　敬
具

　
　令
和
六
年
三
月
一
日

S
・
Y

社
会
人
に
な
っ
て
思
う
こ
と

情
報
電
子
科

松
本

昇

私
が
社
会
人
に
な
っ
て
感
じ
た
こ
と
は
大
き
く
分
け
て
三

つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
、
親
へ
の
感
謝
で
す
。
社
会
人
に
な
る
ま
で
は

色
々
な
こ
と
を
親
に
任
せ
っ
き
り
に
し
て
い
ま
し
た
。
い
ざ

社
会
人
と
な
っ
て
親
か
ら
自
立
し
て
一
人
で
物
事
を
行
お
う

と
し
て
も
、
お
金
や
保
険
に
つ
い
て
の
話
は
難
し
く
理
解
す

る
の
が
大
変
で
し
た
。
そ
こ
で
、
書
類
を
書
こ
う
と
し
て
も

ど
こ
に
何
を
書
け
ば
良
い
の
か
が
全
く
分
か
ら
ず
今
ま
で

色
々
な
事
を
や
っ
て
き
て
く
れ
た
親
へ
の
あ
り
が
た
み
を
感

じ
ま
し
た
。

二
つ
目
は
、
高
校
生
活
ま
で
と
の
勉
強
の
違
い
で
す
。
高

校
生
活
ま
で
の
勉
強
は
、
あ
く
ま
で
も
将
来
の
自
分
の
為
に

行
っ
て
お
り
や
っ
て
も
や
ら
な
く
て
も
全
て
は
自
分
に
返
っ

て
く
る
だ
け
で
し
た
。
で
す
が
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
の

勉
強
は
自
分
の
為
だ
け
に
行
う
訳
で
は
な
く
会
社
や
商
品
を

買
っ
て
下
さ
る
お
客
さ
ん
な
ど
の
周
り
の
方
の
為
に
も
勉
強

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
お
金
を
も
ら
っ
て
い
る
以
上

高
校
生
活
ま
で
の
よ
う
な
お
ふ
ざ
け
は
出
来
ず
、
真
面
目
に

取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
い
う
気
持
ち
が
よ
り
一
層
強
く
な
り

ま
し
た
。

三
つ
目
は
、
責
任
感
で
す
。
高
校
生
活
ま
で
の
小
さ
な
失

敗
は
大
体
何
と
か
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
会
社
で
は
小
さ
な

失
敗
が
大
損
害
に
な
る
可
能
性
が
十
分
に
あ
る
為
細
心
の
注

意
を
払
っ
て
自
分
の
行
動
に
は
責
任
が
伴
っ
て
い
る
こ
と
を

深
く
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
だ
け
聞
く
と
社
会
人
っ
て
大
変
そ
う
で
嫌
だ
と
思
う

人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
社
会
人
に
は
高
校
生
活
ま

で
と
比
べ
て
楽
し
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
仕
事
も
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
も
充
実
出
来
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

在
校
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

電
子
機
械
科

有
馬

蓮
歩

梅
雨
入
り
を
前
に
、
木
々
の
緑
が
い
っ
そ
う
深
ま
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

私
は
、
四
月
に
入
社
し
て
か
ら
約
二
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。

こ
の
二
ヶ
月
は
驚
く
ほ
ど
に
あ
っ
と
い
う
間
で
、
た
く
さ
ん

の
こ
と
を
学
び
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
将
来
、

不
安
に
か
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
私
か
ら

皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
凡
事
徹
底
で
す
。
小
さ
い
頃
か
ら
教
え
ら
れ
て

き
た
当
た
り
前
の
こ
と
を
ひ
た
す
ら
繰
り
返
し
て
く
だ
さ
い
。

何
か
秘
密
の
技
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
や
っ
た
ら
一
足
飛
び
に

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
か
、
そ
の
よ
う
な
安
易
な
道
は
存
在

し
ま
せ
ん
。
仕
事
も
同
じ
で
あ
り
、
安
易
な
近
道
な
ど
な
い

と
い
う
こ
と
を
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
「
当
た
り
前
の
こ

と
を
徹
底
す
る
」
そ
う
す
れ
ば
自
ず
と
結
果
は
つ
い
て
き
ま

す
。そ

し
て
私
が
ど
う
し
て
も
伝
え
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
今
、
こ
の
瞬
間
を
思
う
存
分
、
後
悔
の
な
い
よ
う

過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。
失
敗
を
恐
れ
ず
に
た
く
さ
ん
挑
戦
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
中
に
は
勉
強
だ
る
い
な
だ
っ

た
り
、
働
い
て
お
金
欲
し
い
な
だ
っ
た
り
、
そ
ん
な
風
に
思

っ
て
い
る
人
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
自
身
は
学
校
も

部
活
も
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
が
、
そ
ん
な
風
に
思
っ
て

い
た
時
も
あ
り
ま
し
た
。
で
す
が
、
正
直
、
後
悔
し
て
い
る

こ
と
も
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
私
が
今
、
学

校
生
活
を
振
り
返
っ
て
楽
し
か
っ
た
な
、
戻
り
た
い
な
と
思

え
る
の
は
、
と
に
か
く
全
力
だ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

高
校
生
活
は
一
生
に
一
度
で
す
。
せ
っ
か
く
出
会
え
た
か

け
が
え
の
な
い
仲
間
だ
っ
た
り
、
愛
情
の
こ
も
っ
た
指
導
を

し
て
く
だ
さ
る
先
生
方
に
感
謝
を
し
、
一
日
一
日
を
大
切
に

過
ご
し
、
何
事
に
も
全
力
で
！
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ

ん
の
先
輩
と
し
て
心
か
ら
応
援
し
て
い
ま
す
。

電
子
機
械
科

岩
本

陽
空

入
社
し
て
は
や
二
ヶ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
私
は
設
備
管

理
部
と
い
う
職
場
で
働
い
て
い
ま
す
。
簡
単
に
言
う
と
プ
ラ

ン
ト
の
異
常
を
見
つ
け
て
修
理
す
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
仕
事
で
は
、
会
社
の
中
の
人
だ
け
で
は
な
く
、
協
力
し

て
も
ら
う
会
社
の
人
と
関
わ
る
こ
と
が
多
く
あ
っ
て
、
多
く

の
知
識
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
現
在
は
機
械
工
場
と
い
う

場
所
で
現
場
作
業
の
勉
強
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

私
が
感
じ
た
こ
と
は
「
な
ん
と
な
く
」
は
危
険
、
と
い
う
こ

と
で
す
。

現
場
で
の
作
業
は
常
に
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
で
す
。「
な

ん
と
な
く
」
の
行
動
で
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
工
場
で
の
勉
強
の
際
も
言
わ
れ
た
通
り
に
「
な
ん
と

な
く
」
練
習
す
る
と
、
本
番
で
何
も
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
学
校
生
活
で
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
の
で
は
な
き

で
し
ょ
う
か
。

部
活
動
の
先
輩
か
ら
引
き
継
い
だ
言
葉
で
こ
の
よ
う
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。
「
〜
1.01
の
365
乗
〜
ほ
ん
の
小
さ
な
努
力
も

コ
ツ
コ
ツ
積
み
重
ね
る
と
大
き
な
力
に
な
る
」

興
味
を
持
っ
た
こ
と
を
10
分
で
も
い
い
か
ら
調
べ
て
み
た

り
、
10
回
で
も
い
い
か
ら
集
中
し
て
素
振
り
を
し
て
み
た
り
、

な
ん
で
も
い
い
で
す
。「
人
間
は
成
長
す
る
義
務
が
あ
る
」

自
分
自
身
で
考
え
て
努
力
す
る
習
慣
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

き
っ
と
将
来
役
に
立
ち
ま
す
。

高
校
の
3
年
間
は
「
あ
っ
」
と
い
う
間
で
す
。
今
し
か
で

き
な
い
こ
と
に
全
力
を
注
ぎ
、
悔
い
が
残
ら
な
い
よ
う
に
、

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

育
英
奨
学
金
の
御
礼

退
任
挨
拶

　
　
　
　
　C
42

国
弘
成
文

前
専
務
理
事

下
松
工
業
会
の
皆
様
、
長
い
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
24
年
に
理
事
に
就
任
し
3
期
6
年
間
の
副
会
長
の

後
、
専
務
理
事
と
し
て
4
年
間
、
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
こ
の
間
会
員
皆
様
方
か
ら
受
け
賜
り
ま
し
た
暖
か
い

ご
支
援
・
ご
協
力
に
対
し
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

顧
み
ま
す
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
蔓
延
す
る
中
取

り
組
ん
だ
、
母
校
創
立
100
周
年
と
工
業
会
館
の
売
却
が
強

く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
「
一
般
社
団
法
人
の
解
散
」
と
の
大
き
な

課
題
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
全
員
で
知
恵
を
絞

り
ス
ム
ー
ス
な
新
同
窓
会
へ
の
移
行
を
願
っ
て
い
ま
す
。

終
わ
り
に
会
員
皆
様
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
し

退
任
の
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

（
一
社
）
下
松
工
業
会
理
事
退
任
に
あ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　M
54

中
村
明
夫

前
理
事

平
成
26
年
か
ら
10
年
間
理
事
を
、そ
の
前
の
２
年
は
「
幹

事
」
と
し
て
学
校
か
ら
の
情
報
交
換
の
た
め
に
理
事
会
に

出
席
し
て
お
り
ま
し
た
。
平
成
８
年
度
か
ら
母
校
勤
務
を

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
か
つ
て
の
「
教
え
子
」
の
方
た
ち

の
成
長
し
た
姿
に
も
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

と
り
わ
け
、「
百
周
年
記
念
事
業
」
に
は
、
記
念
基
金
の

募
集
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
と
ワ
ゴ
ン
車
の
購
入
か
ら
贈
呈
式
、

記
念
誌
の
編
纂
発
刊
、校
旗
の
新
調
、記
念
式
典
と
公
演
会
、

最
後
の
祝
賀
会
と
多
く
の
事
業
に
係
れ
た
こ
と
を
思
い
出

し
ま
す
。

ま
た
学
校
で
製
作
し
た
全
校
生
徒
に
よ
る
校
章
と
人
文

字
入
り
の
航
空
写
真
撮
影
や
、
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
の
製
作

に
も
携
わ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
度
「
新
同
窓
会
」

へ
切
り
替
わ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
退
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

母
校
と
新
同
窓
会
の
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

役
員
退
任
の
ご
挨
拶

【
令
和
6
年
度
卒
業
生
】

新任幹事紹介プロフィール

藤 井　崇 文 幹事　SH12

電子機械科平成12年卒藤井崇文と
申します。下松工業高校支部の新
幹事を仰せつかりました。母校で
は、中村明夫先生が幹事、そして

理事を長く続けられ、私のような若輩者が同じよ
うに活躍できるとは思いませんが、少しでもお役
に立てればと考えております。皆様にはご指導ご
鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

日
立
笠
戸
支
部

　
　
　
　
　
　
　

支
部
長

國
本
淳
一

日
立
笠
戸
支
部
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
も
終
息
に
向
か
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
令
和
5
年
度
よ
り
4
月
の
支
部
総
会
を

皮
切
り
に
体
制
を
一
新
し
、
活
動
を
再
開
し
ま
し
た
。

支
部
活
動
と
し
ま
し
て
は
、
今
ま
で
の
定
例
行
事
を
行

い
つ
つ
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
「
母
校
生
徒
の
就
職
活

動
へ
の
サ
ポ
ー
ト
」
と
し
て
、
11
月
27
日
、
母
校
一
年
・

二
年
有
志
に
よ
る
生
徒
7
名
及
び
教
職
員
5
名
を
招
き
、

卒
業
生
現
役
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
引
率
、
説
明
に
て
事
業
所

見
学
を
実
施
し
ま
し
た
。

見
学
さ
れ
た
生
徒
、
教
職
員
か
ら
は
実
際
に
鉄
道
車
両

を
製
作
す
る
現
場
を
生
で
見
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
有

意
義
な
時
間
で
あ

っ
た
と
の
高
い
評

価
を
項
き
ま
し
た
。

本
年
度
も
引
き

続
き
「
会
員
相
互

の
親
睦
を
図
り
、

母
校
の
発
展
に
寄

与
し
、
併
せ
て
社

会
に
貢
献
す
る
こ

と
」
を
目
的
と
し

て
、
若
い
会
員
の

力
で
積
極
的
に
活

動
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
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令
和
5
年
度
の
事
業
計
画
と
し
て
組
織
の
充
実
と
強

化
・
広
報
活
動
の
推
進
・
文
化
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の

推
進
・
母
校
生
徒
支
援
事
業
・
地
域
行
事
等
へ
の
参
加
を

掲
げ
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
報

告
い
た
し
ま
す
。

①
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

令
和
5
年
8
月
8
日
（
火
）
く
だ
ま
つ
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者

22
名

　
　優

勝

　
　仲
田
満
生

　
　（
IH
20
）

　
　準
優
勝

　
　藤
井
克
介

　
　（
母
校
）

　
　3

位

　
　清
水
和
夫

　
　（
C
45
）

②
第
32
回
七
彩
会
ゴ
ル
フ
大
会

令
和
5
年
10
月
11
日
（
水
）

「
中
須
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
」
で
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者

68
名

　
　優

勝

　
　鳴
井

衛

　
　（
C
35
）

　
　準
優
勝

　
　長
島
祥
司

　
　（
E
49
）

　
　3

位

　
　藤
原
誠
司
朗

（
M
35
）

③
母
校
面
接
練
習
指
導

学
校
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
、
就
職
試
験
前
の
9
月
11

日
、
12
日
、
同
窓
生
7
名
に
よ
る
面
接
指
導
官
と
し
て
面

接
練
習
の
総
仕
上
げ
を
行
っ
た
。

学
校
か
ら
就
職
希
望
生
徒
全
員
内
定
と
の
連
絡
に
安
堵

す
る
と
と
も
に
、
同
窓
生
と
し
て
協
力
で
き
た
こ
と
に
充

実
感
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

④
母
校
校
庭
庭
木
剪
定
作
業

母
校
下
工
祭
の
前
に
実
施
し
て
い
る
庭
木
の
剪
定
作
業

を
、
役
員
他
総
勢
13
名
に
よ
り
11
月
5
日（
日
）
実
施
し
た
。

剪
定
作
業
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、
見
る
見
る
う
ち
に
見
違

え
る
ほ
ど
の
景
色
に
様
変
わ
り
し
、
下
工
祭
の
下
準
備
を

整
え
る
こ
と
が
出
来
た
。

⑤
「
さ
く
ら
ク
ラ
ブ
」
活
動
報
告

　
　
　
　柳

知
明

「
さ
く
ら
ク
ラ
ブ
」
は
、
昨
年
も
11
月
24
日
・
25
日
の
二

日
間
で
開
催
さ
れ
た
母
校
「
下
松
工
業
文
化
祭
」
に
「
お

茶
席
」
を
設
け
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

会
員
4
名
と
ス
タ
ッ
フ
8
名

で
、
設
営
・
受
付
・
進
行
・
後

片
付
け
を
行
い
ま
し
た
。
立
礼

式
（
畳
で
は
な
く
椅
子
式
）
の

お
茶
席
で
、
誰
で
も
気
楽
に
、

薄
茶
を
楽
し
ん
で
頂
け
る
会
場

に
し
て
い
ま
す
。
初
め
て
の
方

に
も
、
緊
張
せ
ず
に
基
本
的
な

作
法
を
学
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

に
、
優
し
い
口
調
で
説
明
を
し

て
お
り
ま
す
。

今
回
で
二
回
目
で
す
が
、
お

客
様
も
昨
年
以
上
に
お
越
し
頂

け
、
休
憩
時
間
も
取
れ
な
い
嬉
し
い
悲
鳴
を
あ
げ
ま
し
た
。

今
年
も
11
月
に
開
催
予
定
で
す
の
で
、
皆
様
も
、
是
非

ご
来
場
頂
き
、
お
茶
席
に
、
お

越
し
下
さ
い
。
ス
タ
ッ
フ
一
同
、

心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お

り
ま
す
。

お
茶
席
を
設
け
て

　
　
田
村
（
お
茶
席
亭
主
）

男
子
の
多
い
、
工
業
高
校
で

の
お
茶
席
も
、
面
白
い
か
な

と
…
。

見
よ
う
見
ま
ね
で
、
工
業
会

の
仲
間
達
と
実
行
し
て
み
ま
し

た
。
お
茶
席
の
設
え
の
協
力
と
、

柳
さ
ん
の
流
暢
な
、
お
茶
を
頂

く
時
の
作
法
の
説
明
。
お
陰
で
、
沢
山
の
お
客
様
に
来
て

い
た
だ
き
、
感
謝
の
ひ
と
時
で
し
た
。

お
茶
席
に
参
加
し
て

バ
ザ
ー
開
始
か
ら
の
ひ
っ
き
り
な
し
の
3
時
間
30
分
。

柳
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
田
村
亭
主
及
び
杉
野
副
亭
主
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年
度
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
事
務
局
）

①
下
松
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　

支
部
長

三
牧
義
明

下
松
工
業
会
・
下
松
支
部
は
現
在
38
名
の
会
員
を
以
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
た
る
行
事
は
、
3
月
の
花
見

の
会
・
6
月
の
総
会
・
9
月
の
月
見
の
会
ほ
か
ボ
ー
リ
ン

グ
大
会
ゴ
ル
フ
大
会
に
も
毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
花
見
の
会
・
月
見
の
会
は
他
の
支
部
よ
り
も

特
徴
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

内
容
は
皆
様
方
に
詩
歌
（
川
柳
・
短
歌
・
俳
句
そ
の
他
）

を
創
っ
て
頂
き
・
脳
の
活
性
化
を

目
指
し
て
頂
く
の
と
、
花
鳥
風
月

の
心
境
に
少
し
で
も
近
づ
け
ば
と

い
う
趣
旨
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。

出
席
者
全
員
（
と
も
に
18
名
）

が
参
加
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
尚
、
書
き
忘
れ

ま
し
た
が
、
花
見
の
会
・
月
見
の

会
の
会
場
に
は
お
花
も
活
け
て
お

り
ま
す
。

最
後
に
皆
様
方
の
御
出
席
・
ご

参
加
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

②
熊
毛
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　支
部
長

中
津
井

均

令
和
5
年
6
月
24
日（
土
）、
4
名
の
初
参
加
も
あ
り
総

勢
18
名
出
席
の
も
と
に
開
催
。
生
ビ
ー
ル
を
片
手
に
乾
杯

で
懇
親
会
が
ス
タ
ー
ト
。
少
々
ア
ル
コ
ー
ル
で
舌
が
滑
ら

か
に
な
っ
た
頃
合
い
に
、
自
己
・

近
況
報
告
、
恒
例
の
ビ
ン
ゴ
大
会

と
い
つ
に
な
く
盛
り
上
が
っ
た
支

部
懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。

熊
毛
在
住
の
同
窓
生
の
み
な
さ

ん
、
熊
毛
支
部
で
は
名
簿
を
基
に

懇
親
会
の
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

気
軽
に
参
加
し
、
楽
し
い
と
時
を

過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

③
ト
ク
ヤ
マ
支
部

　
　
　
　
　　
　
　

支
部
長

古
賀
正
信

ト
ク
ヤ
マ
支
部
で
は
近
年
の
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
を
受
け
、

支
部
総
会
を
含
め
た
全
て
の
活
動
を
休
止
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
5
類
に
移
行
さ
れ
た

後
も
慎
重
な
対
応
を
継
続
し
た
こ
と
に
よ
り
、
本
部
の
活

動
に
は
参
加
し
て
い
た
も
の
の
、
支
部
で
は
活
動
休
止
を

継
続
し
て
き
ま
し
た
。

た
だ
近
況
で
は
感
染
症
も
落
ち
着
い
て
き
た
こ
と
で
、

今
年
度
か
ら
支
部
総
会
を
再
開
し
ま
し
た
の
で
、
今
後
、

支
部
内
の
交
流
が
戻
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

今
度
も
母
校
の
支
援
を
含
め
、
本
部
と
の
交
流
や
ト
ク

ヤ
マ
支
部
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
復
活
さ
れ
る
よ

う
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

④
東
京
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　

支
部
長

重
永
裕
祥

東
京
支
部
は
、
現
在
で
は
、
年

末
の
支
部
総
会
の
み
が
行
事
と
な

っ
て
い
ま
す
。
直
近
で
は
、
令
和

5
年
12
月
2
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
明
け
で
、
若
干
人
数
が
減

り
ま
し
た
が
23
名
の
参
加
と
な
り

ま
し
た
。
案
内
状
送
付
は
百
名
前

後
で
す
が
、
母
校
校
長
、
下
松
工

業
会
会
長
、
山
口
県
内
出
席
者
2

名
を
含
め
て
の
人
数
で
す
。

顧
み
れ
ば
、
25
年
前
、
新
橋
の

有
名
ホ
テ
ル
で
、
開
催
さ
れ
た
本

会
も
、
以
降
、
年
を
追
う
毎
に
縮

小
傾
向
を
辿
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、

支
部
取
り
ま
と
め
役
の
私
が
Ｅ
49

（
69
歳
）
で
一
番
若
く
、
出
席
者

の
平
均
年
齢
は
80
歳
を
超
え
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

た
だ
、
こ
の
度
の
本
部
総
会
に
お
い
て
、
最
後
の
「
母

校
校
歌
用
意
！
」
の
号
令
の
も
と
、
拳
を
挙
げ
て
の
皆
の

歌
声
に
、
久
し
ぶ
り
に
「
誇
り
と
威
厳
」
を
感
じ
る
事
が

で
き
ま
し
た
。

「
天
下
の
下
工
」
と
言
わ
れ
た
先
輩
た
ち
に
恥
じ
な
い
よ

う
、
運
営
手
法
を
含
め
改
善
し
な
け
れ
ば
と
思
う
今
日
こ

の
頃
で
す
。
本
部
・
各
支
部
の
皆
様
に
も
ご
協
力
を
お
願

い
し
、
ご
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

⑤
柳
井
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　

支
部
長

藤
沢
宏
司

柳
井
支
部
で
は
令
和
5
年
7
月
に
幹
事
会
を
納
涼
会
と

し
て
開
催
し
、
12
名
の
幹
事
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
で
令
和
2
年
の
支
部
総
会

以
後
支
部
と
し
て
の
活
動
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
久
し

ぶ
り
に
幹
事
の
顔
を
見
る
こ
と
が
出
来
、
と
て
も
楽
し
い

会
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
久
し
ぶ
り
に
柳
井
支
部
総
会
の
開
催
を
す
る

た
め
1
月
に
幹
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

例
年
2
月
の
最
後
の
土
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、

寒
い
時
期
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
流
行
、
外
出
す
る
出
に
く
さ
を
考
慮
し
、
今
年

は
試
験
的
に
6
月
に
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
従

っ
て
5
月
に
再
度
幹
事
会
を
開
催
し
詳
細
を
改
め
て
確
認

し
ま
し
た
。

今
回
の
支
部
総
会
は
総
会
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

活
動
状
況
報
告

地
域
支
部
紹
介
・

　
　
　
　活
動
状
況
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【定通体育大会の成績】
○ 山口県定通体育大会　令和５年６月３日　於：維新大晃アリーナ・山口高校
①　軟式野球　部員不足のため不参加
②　卓　　球　男子個人　第３位　武居 健晶（３年）【全国大会出場】
　　　　　　　男子団体　第２位
③　柔　　道　６５kg 以下級  １回戦敗退

○ 全国高等学校定時制通信制体育大会　　
①　卓　　球　令和５年８月８日～１０日　於：駒沢オリンピック公園総合運動場体育館（東京）
　　　　　　　　男子個人　武居 健晶（３年）出場　１回戦敗退
②　柔　　道　令和５年８月６日　於：講道館（東京）
　　　　　　　　男子団体（山口県）　新田 琥珀（３年）出場　１回戦敗退

○ 山口県定通体育大会　令和５年 10月1４日　於：山口高校
①　軟式野球　対戦校不在のため試合なし
②　卓　　球　男子個人　ベスト８　武居 健晶（３年）　藤井 浄夢（３年）
　　　　　　　男子団体　２位
③　柔　　道　65㎏以下級  1 回戦敗退
④　学校対抗４×１００ｍリレー　第３位　岡田 誠真（１年）　山根 麗雄（２年）　
　　　　　　　　　　　　　　　　 山本 雅輝（２年）　山中 俊（４年）

【資格取得】
○ 技能検定機械加工／普通旋盤作業２級 山中 俊　○ 技能検定機械検査／普通検査作業２級 河原 凰琉　　　　
○ 危険物乙種第4類　𠮷岡 和輝
○ 機械製図検定　村田 祐申　山中 俊　  ○ 基礎製図検定　數野 司　武居 健晶　新田 琥珀　　　　　　
○ 情報技術検定３級　河原 凰琉　品川 海人　都志見 陽大　西村 龍介　村田 風馬　村本 望　
　　　　　　　　　 山根 麗雄　山本 雅輝
○ 計算技術検定３級　數野 司　　武居 健晶　新田 琥珀　　藤井 浄夢
【定時制通信制生活体験発表大会】
　県内の定時制通信制高校の代表が、それぞれの意見や考えを発表する「定時制通信制生活体験発表大会」が９月末に下関市で行われました。
　本校からは、１学年の𠮷岡和輝さんが「今できる精一杯を」というテーマで自分の考えを発表しました。
【ボランティア活動】
　3年ぶりに市内の障害者支援施設で校外ボラティア活動を6月と９月に実施しました。
　蒸し暑い季節でしたが、欠席者もなく、全員の生徒が最後まで熱心に清掃作業に取り組みました。
【進路状況】
　今春の卒業生は5名。県内外の企業に就職が決まりました。本校で培った知識と技能を生かし、今後大いに活躍してくれるものと期待しています。

【チャレンジ目標を全学年で達成！】
　令和５年度は、定時制のチャレンジ目標「クラス欠席０の日、100日」をすべての学年で達成しました。昼間・働き、夜・学ぶ。経験した人にしかわからない苦労があると思います。
今年度も引き続き、全学年で達成できるよう努めてください。
【在校生の状況】
　令和 6 年度の生徒数は、全 26 名（男子 26 名）です。落ち着いた雰囲気で学習活動や部活
動に取り組んでいます。資格取得に向けてチャレンジするなど、それぞれが自己の目標に向かって、
順調に学校生活を送っています。

定時制から 定時制の記録 活躍・健闘光る！！

県内

3名

県外

1名

公務員

0名

自営

0名

その他

1名

卒業生

6名

1年

8名

2年

4名

3年

10 名

4年

4名

計

26名

（R 6 . 5 . 1 現在）

一
般
社
団
法
人
下
松
工
業
会
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
、

本
校
教
育
の
発
展
に
多
大
な
る
御
支
援
を
い
た
だ
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
5
年
度
末
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
11
名
の
教
職
員
が

転
退
職
し
、
新
た
に
12
名
の
者
が
転
入
い
た
し
ま
し
た
。
4

月
8
日
に
は
1
5
0
名
の
新
入
生
を
迎
え
、
今
年
度
も
全
校

生
徒
と
教
職
員
一
同
、
新
た
な
気
持
ち
で
ス
タ
ー
ト
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

令
和
2
年
度
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
爆
発
的
に

感
染
拡
大
し
ま
し
た
が
、
令
和
5
年
5
月
に
感
染
症
法
上
の

位
置
付
け
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
昨
年
度
は
体
育
大

会
や
下
工
祭
な
ど
の
主
な
学
校
行
事
を
コ
ロ
ナ
前
と
同
様
の

形
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
は

完
全
に
収
束
に
は
至
ら
ず
、
あ
わ
せ
て
昨
年
度
は
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
大
流
行
し
た
た
め
、
学
級
閉
鎖
あ
る
い
は
本
校
独

自
の
特
別
措
置
を
取
り
、
感
染
拡
大
の
防
止
に
努
め
ま
し
た
。

今
年
度
も
し
っ
か
り
と
感
染
症
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、
技
能

の
確
実
な
習
得
や
資
格
取
得
を
含
む
学
習
指
導
、
活
気
あ
る

部
活
動
や
多
様
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
豊
か
な
人
間
力
の

向
上
を
目
指
し
た
生
徒
指
導
、
充
実
か
つ
安
定
し
た
実
績
を

継
続
す
る
進
路
指
導
を
推
進
し
、
地
域
に
根
ざ
し
愛
さ
れ
る

学
校
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
昨
年
度
の
実
績
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
、
今
春
卒
業
し
た
生
徒
の
就
職
状
況
で
は
、
求
人
数

7
3
6
人
、
求
人
倍
率
5.8
倍
（
サ
ー
ビ
ス
業
を
含
め
る
と
6.7

倍
）
で
、
雇
用
情
勢
は
好
調
で
し
た
。
就
職
者
数
は
全
体
の

87
・
2
％
で
、
そ
の
う
ち
85
・
4
％
の
生
徒
が
県
内
の
企
業

に
就
職
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
諸
先
輩
方
の
御
活
躍
と

御
努
力
の
お
陰
に
よ
る
も
の
と
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

進
学
希
望
の
生
徒
に
お
き
ま
し
て
は
、
19
名
が
4
年
制
大

学
や
専
門
学
校
へ
の
進
学
を
決
め
ま
し
た
。

進
路
指
導
の
一
環
と
し
て
、
同
窓
生
の
方
々
に
就
職
試
験

の
面
接
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
模
擬
面
接
は
、
生
徒

に
と
っ
て
大
変
貴
重
な
時
間
で
あ
り
、
応
答
練
習
の
み
で
な

く
心
構
え
な
ど
の
話
は
大
変
有
意
義
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
も
実
施
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
お
力
を

貸
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

学
習
面
で
は
、
技
能
検
定
・
資
格
取
得
の
向
上
に
向
け
て
、

始
業
前
や
放
課
後
、
補
講
を
行
う
な
ど
、
指
導
の
強
化
を
図

っ
て
い
ま
す
。
生
徒
が
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
結
果
、

昨
年
度
は
職
業
技
術
顕
彰
で
41
名
、
ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー

顕
彰
で
特
別
表
彰
2
名
、
ゴ
ー
ル
ド
14
名
、
シ
ル
バ
ー
11
名
、

ブ
ロ
ン
ズ
31
名
の
生
徒
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
も
基

礎
的
・
基
本
的
な
知
識
及
び
技
能
の
確
実
な
習
得
を
目
指
す

と
と
も
に
一
人
一
台
端
末
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
積
極
的
に
活

用
し
、
生
徒
の
学
習
意
欲
向
上
と
授
業
改
善
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

次
に
、
部
活
動
の
実
績
で
す
が
、
昨
年
度
、
登
山
部
の
出

穂
弦
大
君
が
全
国
高
校
選
抜
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
選
手
権
大
会
に

出
場
し
ま
し
た
。
校
外
活
動
に
お
い
て
も
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
競

技
で
全
日
本
高
校
選
手
権
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
中
国
大

会
で
は
、
登
山
部
が
3
位
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
が
新
人
大
会

1
位
、
弓
道
部
が
男
子
個
人
で
7
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
そ

の
他
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、
柔
道
部
、
剣
道
部
の
個
人

で
も
中
国
大
会
に
出
場
し
、
校
外
活
動
の
空
手
道
、
水
泳
も

個
人
で
中
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

文
芸
関
係
で
も
全
国
お
よ
び
中
国
大
会
で
優
秀
な
結
果
を

数
多
く
残
し
ま
し
た
。「
私
の
し
ご
と
」
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

に
お
い
て
は
、
東
京
都
知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
高
校
生

文
芸
道
場
中
国
大
会
の
俳
句
部
門
で
も
最
優
秀
、
優
秀
、
佳

作
を
受
賞
し
ま
し
た
。

も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
「
旋
盤
作
業
部
門
」
で

渡
辺
慎
也
君
が
全
国
2
位
、「
溶
接
部
門
」
で
神
代
蓮
君
が

全
国
5
位
（
敢
闘
賞
）
と
い
う
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
ま
し

た
。
ま
た
、
溶
接
で
は
、
岡
村
脩
希
君
が
、
新
居
浜
で
開
催

さ
れ
た
全
国
選
抜
溶
接
技
術
競
技
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
中

国
大
会
で
も
「
旋
盤
部
門
」
で
1
位
、
「
溶
接
部
門
」
は
1

位
と
4
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
6
月
の
時
点
で
、
登
山
部
と
弓
道
部
の
男
子
個

人
が
全
国
高
校
総
合
体
育
大
会
へ
の
出
場
、
文
芸
関
係
で
俳

句
甲
子
園
へ
の
出
場
を
決
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
国
大
会

に
お
い
て
、
弓
道
部
が
男
子
団
体
で
優
勝
し
ま
し
た
。
剣
道

部
も
個
人
で
中
国
大
会
に
出
場
し
て
い
ま
す
。

異
校
種
間
交
流
と
し
て
、
昨
年
度
も
「
多
様
性
を
認
め
合

い
、
他
者
を
尊
重
で
き
る
心
豊
か
な
生
徒
の
育
成
」
を
目
的

と
し
、
吹
奏
楽
部
が
徳
山
総
合
支
援
学
校
で
演
奏
会
を
行
い
、

交
流
を
図
り
ま
し
た
。
今
年
度
も
お
互
い
の
文
化
祭
に
参
加

す
る
な
ど
、
さ
ら
に
交
流
を
深
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

昨
年
度
、
下
松
市
産
業
振
興
課
、
地
元
企
業
と
連
携
し
、

「
く
だ
ま
つ
も
の
づ
く
り
企
業
フ
ェ
ア
」
を
下
工
祭
で
開
催

し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
高
校
生
に
市
内
の
も
の
づ

く
り
企
業
を
紹
介
す
る
場
を
提
供
し
、
企
業
の
人
材
確
保
を

支
援
す
る
た
め
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
元
企
業
の
方
々
に
は
、

生
徒
に
卒
業
後
の
進
路
を
考
え
る
よ
い
機
会
を
提
供
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

山
口
県
は
人
口
減
少
が
進
む
中
、
県
内
産
業
を
担
う
人
材

を
確
保
す
る
こ
と
を
大
き
な
課
題
と
し
て
い
ま
す
。
本
校
は

重
点
努
力
目
標
に
『
凡
事
徹
底
』
を
掲
げ
て
お
り
、
地
域
産

業
を
担
う
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
県
の

取
組
「
魅
力
あ
る
職
場
環
境
の
整
備
に
よ
る
県
内
就
職
・
定

着
の
促
進
」
に
即
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
校
の
果
た
す
役
割

は
重
要
で
す
。

現
在
の
下
松
工
業
高
校
が
活
気
に
満
ち
溢
れ
た
学
校
で
あ

る
の
は
同
窓
生
の
方
々
の
お
陰
で
す
。
こ
の
こ
と
に
感
謝
し
、

こ
れ
か
ら
も
生
徒
と
と
も
に
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
後
と
も
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ぬ
御
支
援
、
御
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　全
日
制
教
頭

松
本

宣
昭

　
　

定時制教頭　大塚　寛史

（R 6 . 3 . 1 現在）

生活体験発表大会全国大会に出場した武居君（左）

校外ボランティア活動山口県 対 東京都（次鋒戦）

一
般
社
団
法
人
下
松
工
業
会
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
、

に
お

文
芸
道

作
を
受

も
渡
辺

全
国

た
。れ

母

校

だ

よ

り

全
日
制
か
ら

山口県立下松工業高等学校野球部
後援会会長　　　藤　井　　　勝
部　　　長　　　河　野　将　弘

　今年度も選手が十分な活動ができますよう野球部後援会
へのご寄付をお願いします。出費多端な折誠に恐縮ですが
ご協力下さい。
　同封の振込用紙によるお振込み、又は直接事務局（下松
工業高校）へご持参頂けますと幸甚に存じます。

　下松工業高校のホームページをパソコン・スマートフォ
ン等で検索頂き、【Menu→部活動→硬式野球部→野球部の
ページ（こちら）】に入って頂くと、『下松工業硬式野球部
通信』により、最近の試合結果・活動状況や試合予定をご
覧になれます。ぜひご覧下さい。

下松工業高校野球部後援会会費　一口　1,000 円

野球部通信のご案内

野球部後援会への
寄付のお願い

6下 松 工 業 会 報通巻55号 令和 6年７月１日発行
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M17
M26
M26
M27
M28
M28
M28
M28
M28
M28
M29
M29
M29
M29
M29
M30
M30
M30
M30
M30
M30
M31
M31
M31
M32
M32
M32
M32
M32
M32
M33
M33
M33
M33
M33
M33
M34
M34
M34
M34
M34
M34
M34
M34
M34
M35
M35
M35
M35
M35
M35
M35
M35
M35
M36
M36
M36
M36
M36
M36
M36
M36

M37
M37
M37
M37
M37
M37
M37
M37
M37
M37
M37
M38
M38
M38
M38
M38
M38
M38
M38
M38
M38
M38
M39
M39
M39
M39
M39
M39
M40
M40
M40
M40
M40
M40
M40
M40
M41
M41
M41
M41
M41
M41
M41
M41
M42
M42
M42
M42
M42
M42
M42
M42
M42
M42
M43
M43
M44
M44
M44
M44
M45
M45
M45

M45
M45
M45
M45
M45
M46
M46
M47
M47
M47
M48
M48
M48
M48
M48
M50
M51
M51
M52
M54
M54
M54
M56
M56
M56
M56
M57
M58
M60
M60
MH6
MH10
MH11
MH21
MH25
MR4
MR5
MR5
MR5
C19
C21
C26
C26
C27
C27
C27
C28
C28
C29
C29
C29
C29
C29
C29
C29
C31
C31
C31
C31
C32
C32
C32
C32

C32
C33
C33
C33
C33
C33
C33
C33
C34
C34
C34
C34
C34
C34
C34
C34
C34
C34
C34
C34
C34
C35
C35
C35
C35
C35
C35
C35
C35
C36
C36
C36
C36
C36
C36
C36
C36
C36
C36
C36
C36
C36
C36
C36
C36
C37
C37
C37
C37
C38
C38
C38
C38
C38
C39
C39
C39
C39
C39
C39
C40
C40
C40

三好　修治
岩本　郁二
藤富　幹夫
林　　一成
原田　道雄
武居　信幸
内山　忠雄
矢野　英晴
国重　保之
小川　荘六
渡辺　忠弘
片山　忠義
吉安　岑生
水井　貴士
浅本　正孝
小林　信之
小林　克巳
通山　拓雄
二町　健二
原田　　明
林　　洋司
相本　啓次
棚田　　貴
髙山　興昇
田中　靖昌
青木　　健
岡本　正啓
鶴田　　守
堀田　知邦
林　　通生
加藤　武彦
広戸　一見
久芳　龍男
武居　　進
吉村昌三郎
長迫　　博
吉谷　　武
久保田浩文
廣永　龍男
松田　正己
林　　　亨
八木　武男
西村　　清
池本　幸一
伊川　敏彦
波多野　智
中本　和彦
安原　勝實
橋本　暢公
宮本　恵郷
三秋寿見郎
村田　雄司
戎崎　　勲
原田　文利
畠山　　栄
福谷　輝雄
永田　直行
上田　祐三
浜田　　孝
石川　光義
小野本　進
三原　一彦

山形　捷児
藤井　正彦
大畑　善宏
久本　徳夫
森田　栄一
福田　忠義
濱崎　康幸
広津　正嗣
関谷　昌人
河本　信幸
塩谷　典生
山岡　弘幸
山本　秀明
池永　文人
石川　公明
浜中　　浩
横田　晴雄
宝島　勝興
桑羽　　玲
木下　嗣生
北中　武徳
杉原　光夫
杉原　　公
道源　勝人
中原　　康
沖本　　勝
石川　俊彦
松田　則光
末廣　栄治
坂本　敏夫
開作　君夫
久富　鐡夫
山本　勝一
玉野　皎祐
岡本　信夫
時繁　浩治
山本　金生
守田　達夫
船本　秀幸
和田　栄治
岡森　隆一
相本　雄二
金子　信良
白井　春好
福田　　朗
重村　満男
福島　　操
長田　勝一
上野　安志
井上　元洋
松本正次郎
中谷　俊豊
岡野　保雄
柳原　正典
中原　道雄
松村　　伸
山根　岩夫
清水　照雄
惣田　　勇
山口　敬司
大段　　宏
藤井　義雄
松原　時雄

本庄　文隆
杉本　勝美
浅原　俊朗
西見　富雄
久胡　龍三
難波　美嗣
森永　　弘
徳吉　　忠
廣實　隆秋
村中　一雄
徳原　英昭
中本　信秀
中村　久信
弘中　賢一
岡田　忠実
高岡　　敏
松原　啓治
門川　光宏
吉田　浩治
磯村　活利
橋本　茂樹

矢野　茂興
山下　良雄
青木　義雄
河嶋　善樹
久野　茂雄
藤田　昭彦
小松　英二
岩畑　宗保
和泉　英征
野崎　直治
中津井　均
東耕　太郎
河添　幸次
石田　裕介
原田　佳翼
青木　孝史
大木　耀仁
中村　雄信
福田　満治
林　　茂夫
下司　登万
藤谷　智志
松村　寅彦
大木　正徳
友森　正信
清水　明彦
地家　貞雄
広木　治男
笠本　文計
河村　正弘
清水　博晴
大谷　尚人
有吉　安治
足立　　元
佐藤　静江
松永　正之
河村　敏雄
守田　捷治
坂本　嗣昭
松川　美子
川村　俊彦
山崎　礼子

小林　　勝
河口　俊彦
髙山　佳昌
萬徳　晴男
小笠原長文
山村三喜男
田熊　崇志
石川　達紘
松本　　勇
大田　　孝
奥村フサ子
佐伯　　昇
山口　正治
小林　哲士
橋本　信之
髙濵　照彦
岩﨑　嶽一
林　　光恵
田浦　朝子
坂本しずよ
兼森　忠志
鳴井　　衛
藤井　晴雄
内山　正行
国沢　洋二
岡本　栄伸
岡本　正輔
岡　登志美
宇智田俊一郎
山縣　　峻
田村　晃三
中野　末郎
横道　　忠
土井　邦彦
清木　義晴
濵谷　和昌
三浦　則明
宮田　治美
手嶋　鎮博
三保　卓也
小川　光弘
吉谷　勝美
守田　隆司
山根　晃憲
大木　孝行
藤井　通正
杉本　勝行
河内　　徹
中村　忠士
清木　健二
山根　　武
村岡　教治
山中　光生
掛川　　潔
山本　邦雄
大浦　義明
宝迫　和美
笹木　正明
大田　六郎
藤田　文明
井上　則男
松田　　茂
河野　寿夫

14046
1000
1000
1000
1000
1000
1000
1000
1000
2000
4000
1000
1000
1000
2000
2000
1000
1000
1000
1000
1000
2000
1000
1000
1000
1000
1000
2000
2000
2000
5000
1000
1000
1000
1000
3000
5000
1000
1000
1000
1000
1000
2000
2000
2000
5000
1000
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1000
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1000
1000
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1000
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1000
1000
1000
1000
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1000
1000
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1000
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1000
1000
1000
2000
1000
1000
1000
1000
2000
1000
1000
1000
1000
1000
2000
1000
5000
1000
1000
1000
1000
1000
1000
1000
2000
1000
1000
1000
2000
1000
9000
3000
2000
1000
1000
1000
1000
1000
2000
1000
1000
2000
2000
2000
2000
1000
2000
1000
1000
1000
1000
2000
4000
4000
1000
1000
1000
4000
1000
1000
1000
2000

3000
1000
1000
1000
1000
1000
2000
10000
1000
1000
1000
1000
1000
1000
1000
1000
1000
1000
2000
5000
5000
1000
1000
1000
1000
1000
1000
2000
2000
1000
1000
1000
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1000
1000
1000
1000
1000
1000
1000
1000
2000
2000
2000
2000
1000
1000
2000
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1000
1000
2000
1000
1000
1000
1000
1000
3000
1000
1000
1000

運営基金御礼
下記の方々より、ご協力を頂きました。心より厚く御礼申し上げます。この基金は引続き募集いたしますので、
何卒、ご協力賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

令和5年4月1日～令和6年3月31日

C42 同 窓 会 C40
C40
C40
C40
C40
C40
C40
C40
C41
C41
C41
C41
C41
C42
C42
C42
C43
C43
C44
C44
C44
C44
C44
C44
C45
C45
C45
C45
C45
C46
C46
C46
C46
C46
C47
C47
C48
C49
C49
C49
C49
C50
C51
C51
C51
C54
C56
C56
C57
C60
CH6
CR4
CR4
CR5
E38
E38
E38
E38
E38
E38
E39
E41
E41

E41
E41
E41
E42
E42
E42
E42
E42
E42
E42
E42
E43
E43
E44
E44
E45
E45
E45
E46
E46
E46
E47
E47
E47
E47
E47
E47
E48
E49
E49
E49
E49
E50
E50
E50
E52
E54
E56
E56
EH1
EH15
EH3
EH8
IH25
IH25
IH30
IR5
SH27
SH28
SH30
SR4
SR5
T42
T43
T44
T46
T49
P47
P50

山本　正義
酒井　光正
藤井　二郎
竹内　公昭
松本　　敦
貝塚　義博
岡野　傳司
中村　道夫
田村幸太郎
網永　俊彦
安澤　一夫
小林　　誠
金山　光康
春藤　久吉
新庄　正人
国弘　成文
森重　卓雄
広田　　豊
山部　義弘
三家本　勉
池田　義孝
石田　和久
田村富美子
藤井　孝造
河村　明美
田村美知政
反田　快舟
深町　嘉晴
濱﨑　　満
水津　辰治
藤井　末男
重岡　安明
小林　範彦
久野　隆弘
杉本　郁夫
弘中　典男
河口　隆司
池　　義信
佃　　美伸
神本　　昭
井川　明美
平尾　礼子
田坂　　任
板村　州展
藤田　卓哉
棟居　正樹
石川　裕彦
坂口　靖昭
戸倉　栄子
秋本　昌彦
片桐　正博
山中　大地
渡邊　翔太
尾上　隆誠
伊藤　雄三
田中　英征
吉本　松男
石川　勝行
小沢　　学
横山　正夫
弘中　義彦
西岡　儀夫
村重　峰生

林　　重男
三浦　康明
岸村　敬士
世良　至久
林　　　巧
笠井　幾夫
吉國　　忍
原田　寛文
井上　　栄
伊本　俊明
松井　　清
川村　　満
兼清　博史
磯部　典之
柳　　知明
末長　裕昌
弘中　　隆
吉野　郁夫
福本　秀司
松本　敏勝
林　　恵二
山本　誠次
水津　忠男
清木　高治
松岡　清治
市川　雅明
松村　和明
松野　文則
浅谷　吉人
沼田　明文
片野　洋志
佐々木　實
平尾　　潔
重岡　敬子
高松裕一郎
永井　一弘
市川　満生
松村　昌幸
青木　幹雄
恵本　修二
鬼武　慎弥
福田　　稔
竹中　智彰
岩中　翔太
井上　耕三
髙橋　千花
佐藤　真夢
吉田　勇一
高光　　凌
松本　尋典
原田　亮世
大森　崇義
伊村　　渉
杉村　幸正
藤森　友則
三戸　七郎
渡辺　義隆
前国　　幸
廣石　隆司
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3000
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3000
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1000
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1000
1000
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1000
4000
10000
1000
1000
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5000
1000
1000
2000
2000
1000
1000
1000
1000
1000
1000
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一般社団法人　下松工業会
（令和5年4月1日～令和6年3月31日　 事務局に連絡があった方のみ）正会員物故者

謹んでご冥福をお祈りいたします

編　集　後　記

　いよいよ新組織「山口県立下松工業高等学
校同窓会」がスタートしました。
　その間、課題山積の本会において、この度
勇退されたお二人の先輩理事に対し、敬意を
もって労いを申し上げます。長い間お疲れ様
でした。想いは確実に引き継がれております。
　さて、この度、第55号に寄稿下さいました
母校始め、会員・役員の皆様に改めて厚く御
礼申し上げます。お陰様で充実した紙面とな
りました。担当者一同感激しております。
　さらに、広報HP委員会として、今年度から
HPを含め新しい感覚でリニューアルして参る
所存です。読者の皆様には、より一層のご理
解・ご協力の程よろしくお願い致します。
　　　　　　　　　　　　　　広報HP委員会

卒　年 氏　　　　名 住　　所 卒　年 氏　　　　名 住　　所 卒　年 氏　　　　名 住　　所

M17
M17
M21
M21
M21
M22
M23
M23
M24
M25
M25
M26
M27
M28
M28
M28
M28
M28
M29
M30
M30
M30
M31
M32
M33

青 木 　 祐 次
福 好 　 茂 雄
中 野 　 正 教
森本　　茂
嶋田　隆雄
倉重　　豊
清水　　修
富永　久芳
田中　正志
澄田　富男
藤井　敏之
下中　高次
田村　真澄
井上　叔男
土田　昌臣
中村　　章
林　　　弘
福田　　明
渡辺　圭二
藤井　啓史
三吉　貞夫
米田　嘉一
棚田　　貴
斉藤　正行
嶋本　幸雄

周南市
田布施町
田布施町
岩国市
幸手市
防府市
下松市
光市
周南市
横浜市
下松市
光市
狛江市
周南市
周南市
周南市
田布施町
周南市
光市
奈良市
下松市
大和郡山市
刈谷市
下松市
三原市

M33
M34
M34
M35
M36
M36
M37
M37
M37
M40
M42
M42
M43
M43
M44
M48
M51
M62
C14
C20
C20
C20
C22
C24
C25

冨 谷 　 演 比
川 本 　 清 道
田 中 　 恒 男
磯村　静男
塩屋　行雄
南木　　孝
塩谷　典生
次郎万紀人
森次　　栄
中村　丈夫
杉谷　康男
中本　勝美
中津　坂満
松岡　千春
高木　　薫
石杉　正明
藤沢　隆宏
石村　　隆
山本　尚布
大木　勝美
戸村　文雄
藤田　　統
久行　由人
藤井　正雄
國永　忠士

横浜市
下松市
周南市
下松市
下関市
光市
光市
倉敷市
廿日市市
岩国市
平生町
箕面市
周防大島町
周防大島町
光市
平生町
柳井市
周南市
周南市
下松市
周南市
宇部市
下松市
周南市
千葉長生郡

C25
C26
C26
C26
C27
C27
C28
C29
C30
C31
C31
C32
C32
C33
C34
C35
C35
C37
C37
E39
E42
E44
E49
T41

堀 家 　 重 美
池 部 　 寛 二
岡 崎 　 尽 夫
山 本　　映
伊ケ崎栄介
大田　　勇
清水　弘子
池田　昭一
梅田　郁男
中村　清子
林山　輝男
尾上　道彦
木村嘉乃生
堀　　　晃
兼森　忠志
中村　　護
宮野　光盛
高橋　祥二
山本　正樹
村上　正治
石田　一男
三浦　照子
岡村　富正
山本　一夫

周南市
周南市
松山市
所沢市
下松市
光市
下松市
周南市
横浜市
田布施町
柳井市
岩国市
下松市
下松市
田布施町
下松市
下関市
横須賀市
柳井市
防府市
下松市
下松市
柳井市
光市

瑞宝単光章　　　　C50　青木　　猛
法務大臣表彰　　　M41　白井　春好

褒章・受賞おめでとう

　　　　　　ございます

熊毛支部　　　　　　MH10 中津井　均
トクヤマ支部　　　　M61　　古賀　正信
光支部　　　　　　　MH01 光井　秀樹
東洋紡岩国支部　　　MH19 花本　淳二

令和6年度支部長就任

七彩会ボウリング大会

　日　時　　令和 6年 8月 6日（火）　18：30～

　会　場　　下松ボウリングセンター

　会　費　　2,000 円（シューズ代込）

第33回七彩会ゴルフ大会

　日　　時　　令和 6年 10 月 9 日（水）

　会　　場　　中須ゴルフ倶楽部

　スタート　　アウト・イン　 8時 33 分（20 組）

参 加 費　　3,000 円

　競技方法　　ダブルペリア方式

令和7年度定時総会

　日　時　　令和 7年 5月 10 日（土）　10：00 ～

　ところ　　下松市大字西豊井 1247 番地

　会　場　　下松駅南市民交流センター

　　　　　　　　　　　　　　　　きらぼし館

100周年記念誌販売
　　　　　　　1,000円／冊（送料別）

　100 周年記念写真集「友愛正義」を販売中です。

※各行事への参加・購入ご希望の方は工業会事務
局まで連絡下さい。

勧誘・振込詐欺にご注意

　母校・同窓会など名を借りた振込詐欺・新聞
広告や資格取得の勧誘或いは名簿作成と言って、
母校・同窓会以外の不詳団体から郵便、電話が
あると聞いております。電話並びに、母校又は
同窓会の署名（学校長又は会長名）のないもの
は一切受け付けないで下さい。

QRコードからの
　　　当会ホームページへ

事務局からのお知らせ

URL:http://www.kudakokai.org

久原房之助ゆかりの町交流会
　2022年に下松市で久原房之助のまち交流フェア「ものづくりミニミニサミット」
を開催するなど、久原房之助とゆかりのある町、秋田県小坂町、茨城県日立市及
び下松市の 2市 1町で交流を深めております。
　そして今回は、旧久原邸でもある「八芳園」にて 2 市 1 町の交流会を開催する
ことになりました。参加を希望される方は下記宛にお申し込み下さい。

記
　■日　時　令和 6年 8月 30 日（金）　18：00 ～ 20：00
　■会　場　東京都港区白金台 1丁目 1－1　八芳園（旧久原邸）グレース
　■会　費　20,000 円
　■主　催　下松商業開発（株）
　■共　催　NPO法人プロジェクトFくだまつ
　■締　切　令和 6年 7月 31 日（必着）
　■申込先　〒744－8521　下松市中央町 21－3　下松商業開発（株）　畑宛
　　　　　　　電話 0833－45－1100　FAX 0833－45－1200
　※ハガキ又はFAXでお申し込み下さい
　　申し込み頂いた山口県内の方については追って詳細をお知らせします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

私の所に会報が来ないという方があります。
その多くは工業会名簿で住所不明となっています。
姓名や住所変更は必ずご連絡下さい。
　　❖同窓生の動向
　　❖受章・授賞（あらゆる分野）
　　❖慶事、物故者
　　❖その他

お知らせください
お知らせとお願い事務局より

朝日新聞「声」欄に投
稿した記事内容をまと
めた本。故郷を愛する
気持ちがひしひしと伝
わってきます。
　　C31　守田捷治著

新刊図書紹介
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